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【微生物感染から体を守る免疫の仕組みを解明し、新規ワクチンの開発へつなげる】 
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人類の進化は、まさに微生物との共存の歴史です。その結果として、人の体には、微生物を排除するために、あるいは共生するため

に、免疫系という精巧なしくみが備わっています。免疫系は、ある場合には微生物の侵入を阻止し、ある場合には共生を許し、また

ある場合には行き過ぎた反応によってアレルギーや 自己免疫疾患など様々な疾患を引き起こします。遺伝疾患を除けば、ほとんど

の疾患は感染と何らかの関係があると言っても過言ではありません。したがって、微生物に対する免疫応答のしくみを紐解くこと

は、これら多くの疾患の発病メカニズムの解明に役立ちます。近代科学の発展により多くの免疫現象が分子レベルで理解されるよう

になってきた今、研究の中心は、微生物と宿主細胞との相互作用のしくみを解き明かすことに向けられています。 

この研究室では、真菌、細菌を中心とした病原微生物に対する免疫応答機構を自然免疫、獲得免疫、免疫記憶の観点から解明するこ

とを目指して研究を実施しています。さらに、得られた研究成果をもとに、ナノ粒子ワクチンを含めた新規ワクチンの開発を、工学

（東北大学材料科学高等研究所）、農学（東北大学大学院農学研究科）と異分野連携で進めています。 
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＜先生から受験生の皆さんへ＞ 

感染宿主の免疫応答に重点をおいて、病原微生物を対象に、免疫学的、分子生物学的アプローチで研究を行ないます。興味のある人

は気軽に研究室を覗いてください。 

 

＜研究室 Web サイト＞ 

http://www.infect-immun.med.tohoku.ac.jp/ 
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